
 

 

【自分づくり】社会に目を開き 「なりたい自分」の姿を描き 実現しようとする人  

小・中合同で牡丹園清掃を実施 
 ４月１３日（水）の午後から、須賀川三小の５、６年生と本校１、２年生が合同で牡丹園清掃を実

施しました。須賀川三小では東日本大震災後、牡丹園清掃を中断しており、それ以来の再開、また、

小・中合同での実施は初の試みです。 

 昨年度本紙でお伝えしたとおり、須賀川三小・三中（花王スクール）では、小学５年生あたりから

始まる発達の変化と中１ギャップと呼ばれる学校の段差に配慮することを小中一貫教育の方針の一つ

にしています。公（おおやけ）の意識が発達してくる小学生高学年と、互いの価値観や生き方から学ぶよう

になる中学生が一緒にボランティア活動をすることで、互いによい影響が期待できるのではないかと

考えています。例えば、小学５年生は、小学６年生、中学１年生、そして２年生と、他の学年とのタ

テの関係を意識しながら４回経験することになります。回を重ねるごとに、どのような成長・変化が

見られるか楽しみです。 

 昨年度は、竹ぼうきと熊手でごみを集める作業が中心 

でしたが、今年は鎌、草削りなども持参して張り切って 

出かけました。今年の牡丹園は昨年よりも雑草が少なか 

ったのですが、昨年よりも雑草採りの作業を熱心に行う 

ことができました。また、花壇の地中にネズミが穴を空 

（あ）けてしまうそうで、その穴を踏み固めるという作業 

も今年初めて行いました。 

 昨年度よりも作業の幅が広がり、ほとんどの生徒が実 

質７０分間の作業時間を飽きることもなく熱心に清掃活動を行って、勤労の後のさわやかな余韻に浸 

（ひた）りながら学校に帰ってきました。５月６日（金）には、全校生参加の校内写生会を牡丹園で行い

ます。県内外から来園されたお客さんとふれあい、その笑顔に接することで、生徒一人一人の勤労観

や郷土を愛する気持ちがさらに高まるのではないかと考えると、胸がわくわくしてきます。 

 さて、実は、鎌や草削りなどの刃物を生徒に持たせて学校から牡丹園に移動させるのは危険ではな

いかと心配していました。しかし、当日は事前指導で生徒に危険性をよく理解させ、細心の注意を促

したうえで携行（けいこう）させました。社会生活を考えると、身の回りにあるものの危険性をよく認識し、

安全に使用することができるということも極めて大事なことで、結果としてこのこともいい経験にな

ったと考えます。 

○自ら考え、表現できる人（創造） 

○仲間とともに高め合える人（共生） 

○心身ともにたくましい人（健康） 
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教 育 目 標 

本校の少人数教育について 

国の基準では、１学級の生徒数は４０人です。福島県では、中学１年生は１クラス３３人、中学

２、３年生は１クラス３５人を基準とし、国の基準よりも教員を多く配置しています。 

２、３年生については、クラスの数を国の基準のままにして多く配置された教員を利用し二人体

制で授業を行うこともできますが、本校ではクラスを分けて実施しています。つまり、国の基準で

は各学年３クラスなのですが、４クラスずつになっています。このように、１クラスあたりの生徒

数を少なくして、学習指導でも、生活指導でもきめ細やかな対応を心がけているところです。 

また、震災からの復興を支援する目的で、県から教諭１名が多く配置されています。さらには、

常勤ではありませんが、県から「スクール・カウンセラー」、須賀川市から「心の教室相談員」と

「支援員」、「学校司書」が配置されています。 

 



 

 

（注）以下の記事は、昨年度の３学期の内容です。した

がって、学年も前年度の学年です。ご了承ください。 

第３回漢字検定合格者 
２級 渡辺 里菜（２年） 

３級 大竹 茉侑（２年） 

 佐久間亜美（２年） 

   西牧 美渚（２年） 

４級 小針 慶也（２年） 

 安藤 創起（１年） 

   佐藤 歩加（１年） 

５級 関 根  蓮（１年） 

 牧野 颯大（１年） 

■須賀川三小の児童も一緒に受検しましたので、

ここに紹介します。次の（ ）内の学年は小学校

の学年です。 

５級 鈴木 眞優（６年） 田中 美咲（５年） 

６級 武田 花菜（５年） 小林紗音莉（５年） 

８級 鈴木 眞湖（３年） 

９級 有我 瑠奈（２年） 吉田 夕凛（２年） 

   矢板 七彩（２年） 吉田 悠杏（２年） 

10級 大竹 愛矢（２年） 牧野 英汰（１年） 

関根 颯音（１年） 

第３回英語検定合格者 
３級 西牧 美渚（２年） 木賊いずみ（２年） 

   鈴木 彰馬（１年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ.Ｗを無事故でー火災、水の事故 
 ５月の大型連休を事故なく過ごすために、生徒指導

の担当から文書を配布しました。是非、ご覧いただい

て、ご協力をお願いします。 

 特に火遊びによる事故の防止については、 

１ 安易な気持ちで行った火遊びやたき火から火災が 

発生し、個人の生命や財産を脅(おびや)かすような重大 

な事態に発展する可能性があること 

２ 失火（しっか）の原因となる、ライター、マッチを携 

行しない。 

３ 興味本位やいたずらの目的（愉快犯ゆかいはん）で、 

軽率（けいそつ）に可燃物に火をつけたりしない。 

併（あわ）せて、水の事故が増えるのもこのころから

です。火災、水の事故ともに、小さい子どもが危ない

行為（こうい）をしているのを見かけたら中学生として注

意するよう指導しましたので、ご協力をお願いします。 

授業参観 ＰＴＡ総会への参加、ありがとうございました 

 ４月２２日（金）に開催しました授業参観及びＰＴＡ総会には、ご多用中にもかかわらず多数ご参

加いただき誠にありがとうございました。おかげさまをもちまして、事業計画・予算計画もご承認い

ただき、また、父母と教師の会及び音楽体育後援会の役員、並びに学年役員の皆様・専門委員会組織

も固まり、鈴木辰也新会長の下で本年度のＰＴＡ活動がスタートできることを非常に心強く感じてい

るところです。 

また、学年懇談会への参加につきましても、重ねて御礼申 

し上げます。会の要項の中には、学年の教育方針や具体的な 

方策等が記載されています。これは、学年主任のリーダーシ 

ップの下で、学年の教師が検討を重ねて作成したものです。 

「すべては須三中の子どもたちのために」という思いを込め 

ましたので、保護者の皆様と学年教師団の連携・協力を深め 

るため、今後も折に触れて手にしていただき、学年の教育方 

針や指導の方向性など、確認していただければ幸いです。 

本校ホームページでもご覧いただけます。アドレスhttp://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=196 

 

中学校で実施する検定試験は、小学生でも参加で

きます。 

生徒数に比べると、受験する生徒が少ないなあと

感じています。特に英検にはもっとチャレンジして

ほしいですね。 

漢検も英検・数検（数学検定）も一番下の級から

でなく、どの級からでも受けられます。しかも、た

とえ不合格になっても級が下がるということはあ

りません。失敗を恐れず、繰り返し挑戦することで、

「目標を必ず実現するんだ」という強い意志をもっ

た自分を育てるのにもってこいです。 

次の挑戦に期待しています。 

 

http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=196

